
 

 

 

2024年度 

創発的研究支援事業 年次報告書【公開版】 

 

 

 

研究成果の概要 

我々は特定の周波数の交流磁場が培養がん細胞や担がん動物に対して抗腫瘍効果を示すことを突き

止めた。正常細胞に対しては明らかな抗腫瘍効果は認めていない。このユニークな現象をがん治療に応

用し、新しいがん治療装置の開発を行っていく。 

交流磁場がなぜ、がん細胞に対してのみ抗腫瘍効果を示すについての理由はまだわかっていないた

め、分子生物学的手法を用いた実験でそのメカニズムを解析した。その結果、交流磁場はがん細胞のミ

トコンドリアに作用し、活性酸素の産生を促すことで、がん細胞の増殖抑制効果を示すことを見出し

た。また、がん細胞において、交流磁場はがん細胞に特有のエネルギー産生形式である嫌気的解糖系か

ら、正常細胞で認められる酸素を用いる酸化的リン酸化によるエネルギー産生形式へ移行させる(リプ

ログラミング)ことがわかった。一方、正常細胞では明らかなエネルギー産生形式の変化は認めなかっ

た。ヒト培養がん細胞を免疫不全マウスの大腿部に皮下移植して作成した担がんマウスを使い、交流磁

場の腫瘍に対する治療効果を評価した。その結果、悪性神経膠腫のみならず、膵癌、乳がんの移植モデ

ルでも高い治療効果を示した。また、動物実験において、交流磁場は明らかな副作用や有害事象を示さ

なかった。我々はこれらの内容をまとめて論文報告した(Cancer Science, 2024)。この論文は本誌のハ

イライト記事に選ばれた。物理的な刺激である交流磁場が持つ抗腫瘍効果をがん治療のための医療機

器の開発に応用し、高齢者にも優しい身体に負担が少なく、且つ副作用のない日本発の新たながん治療

の実現を目指す。 

 (所属機関のホームページでインタビューが掲載されているので、そちらも参照のこと 

https://www.yokohama-

cu.ac.jp/admissions/yokoshiri/academics/2022/researcher_01_20220624.html)  
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